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まちの課題を「夢マップ」にまとめました

お問い合わせ まちづくり協議会会長                 まで （電話：　　　　　　　　　　　　　　）

大沢地区

田園まちづくりニュース

次回の協議会は… 

年明けの 2 月 10 日（日）9 時～、公会堂です。 

まちづくりの方針や構想について考え、案を固めていきます。 ふるってご参加を！ 

10 月 21 日（日）の「第３回まちづくり協議会」と

12 月 2 日（日）の「第 4 回まちづくり協議会」にて、

大沢の将来に向けたまちづくりの課題について話し合

い、その結果を「夢マップ」としてまとめました。 

大沢地区住民 36 人（2 回の会合の合計）のほか、

市役所職員、コンサルタントが参加しました。 

このニュースの裏面に掲載して皆さんにお知らせし

ます。誌面の都合上、文字が小さく見づらいですがご

容赦ください。 

【今後のまちづくり（構想）についても、意見交換をしています】 

●里山の管理、活用について

・山、森林の活用について、村の所有の山（財産区

の山）のほか、個人所有の山を活用するなら里山

を貸し出してもらうなどが必要になるのでは。 

・里山の活用については、行常地区の「森フェス」

などの動きと連携してはどうか。 

・里山の活用が進めばイノシシなど鳥獣害対策にも

なるかもしれない。あわせて集落に近接する森林

を帯状に間伐できないか。 

●公共交通について

・今は自家用車で何とかなるが、将来的に高齢者が

増えれば免許返納も増えて、かこバスやかこタク

シーのような公共交通が重要になると思う。 

・大きな病院につなげて欲しい。 

・利用者が少ない。みんなで乗るようにしないと。 

●空き家、空き地対策について

・空き家を活用するのは良いが、家屋だけ別の利用

者が決まっても農地や里山だけが放置される危

険もあるのでは。 

・農業をやりたい移住者には「住宅＋農地」がセッ

トで購入できるような制度が必要では。 

・農業はしないが自然の中で暮らしたい・子育てし

たいという人は、田園まちづくり制度で「住宅・

宅地だけ」を購入できる。 

●取組の具体化の展望について

・里山の活用や散策道の整備など、整備の後の管理

運営がやっていけるか。人手が少なくなっていく

中であれもこれもは出来ない。 

・何もしないと人も来てくれないので、人を呼ぶよ

うな取組を何かしていかないと。 
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